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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１表示パネルが非表示状態、走査線の数が当該第１表示パネルよりも少ない第２表示
パネルが表示状態である第１使用状態と、前記第１使用状態と異なる表示状態の第２使用
状態とに切替えて使用される携帯型電子機器の表示装置において、
　前記第１表示パネルのデータ線と前記第２表示パネルのデータ線との駆動に共用される
と共に、画像データに応じて前記第１表示パネルのデータ線と前記第２表示パネルのデー
タ線を駆動するデータ線駆動手段と、
　前記第１表示パネルのデータ線及び前記第２表示パネルのデータ線と前記データ線駆動
手段との間に設けられた、前記第１又は第２使用状態に対応して制御される第１スイッチ
手段及び第２スイッチ手段と、
　前記第１表示パネルの走査線を駆動する第１走査線駆動手段と、
　前記第２表示パネルの走査線を駆動する第２走査線駆動手段と、
　前記データ線駆動手段、前記第１及び第２スイッチ手段、並びに前記第１及び第２走査
線駆動手段を制御する表示制御手段と、を備え、
　前記表示制御手段は、
　前記第１使用状態のときに、前記第１走査線駆動手段が前記第１表示パネルの走査線を
オフレベルに固定するように制御し、前記第１スイッチ手段をターンオフして前記第１表
示パネルのデータ線をハイインピーダンスにし、かつ前記第２走査線駆動手段を第２垂直
クロック周波数で動作させると共に、前記データ線駆動手段が前記第２表示パネルのデー
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タ線を駆動するように前記第２スイッチ手段をターンオンし、
　前記第２使用状態のときに、前記第１走査線駆動手段を前記第２垂直クロック周波数に
比べて周波数が高い第１垂直クロック周波数で動作させると共に、前記データ線駆動手段
が前記第１表示パネルのデータ線を駆動するように前記第１スイッチ手段をターンオンす
る、
　ことを特徴とする携帯型電子機器の表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の携帯型電子機器の表示装置において、
　前記第２使用状態は、前記第１表示パネルが表示状態、前記第２表示パネルが非表示状
態であり、
　前記表示制御手段は、前記第２使用状態のときに、前記第２走査線駆動手段が前記第２
表示パネルの走査線をオフレベルに固定するように制御し、前記第２スイッチ手段をター
ンオフして前記第２表示パネルのデータ線をハイインピーダンスにすることを特徴とする
携帯型電子機器の表示装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の携帯型電子機器の表示装置において、
　前記第２使用状態は、前記第１表示パネル及び第２表示パネルの両方が表示状態であり
、
　前記表示制御手段は、前記第２使用状態のときに、前記第２走査線駆動手段も前記第１
垂直クロック周波数で動作させることを特徴とする携帯型電子機器の表示装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の携帯型電子機器の表示装置において、
　前記第１表示パネル用のフレームメモリと、
　前記第２表示パネル用のフレームメモリと、
　前記第１又は第２表示パネル用のフレームメモリから出力された前記画像データを保持
するラインメモリ手段と、
　前記第１又は第２使用状態に対応して制御される第５スイッチ手段及び第６スイッチ手
段とを備え、
　前記表示制御手段は、前記第５スイッチ手段の一端を前記第１表示パネル用のフレーム
メモリに接続し、前記第６スイッチ手段の一端を前記第２表示パネル用のフレームメモリ
に接続し、前記第５スイッチ手段の他端と前記第６スイッチ手段の他端とを前記ラインメ
モリ手段に接続したことを特徴とする携帯型電子機器の表示装置。
【請求項５】
　請求項１又は２のいずれか一項に記載の携帯型電子機器の表示装置において、
　前記第１表示パネルと前記第２表示パネルとの画素数が異なり、前記第１又は第２表示
パネルのそれぞれのフレーム周波数を所定値に揃えるために、発振回路の発振周波数を分
周して前記第１又は第２垂直クロック周波数、及び第１又は第２水平クロック周波数の各
クロック信号を生成する複数の分周回路を有することを特徴とする携帯型電子機器の表示
装置。
【請求項６】
　請求項１又は２のいずれか一項に記載の携帯型電子機器の表示装置において、
　前記表示制御手段は、前記第１使用状態のときに、前記第１表示パネルの共通電極の動
作を停止させ、前記第２使用状態のときに、前記第２表示パネルの共通電極の動作を停止
させることを特徴とする携帯型電子機器の表示装置。
【請求項７】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の携帯型電子機器の表示装置において、
　前記表示制御手段は、前記第２使用状態から前記第１使用状態に移行する前に、前記第
１表示パネルの全液晶素子の電荷量をゼロにして、全画面を単一色表示とすることを特徴
とする携帯型電子機器の表示装置。
【請求項８】
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　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の携帯型電子機器の表示装置において、
　前記第２表示パネルの画素数は前記第１表示パネルの画素数よりも少なく、
　前記データ線駆動手段は、前記第１表示パネルの一部のデータ線及び第２表示パネルの
データ線をそれぞれ駆動する第１出力回路と、前記第１表示パネルの残りのデータ線のみ
を駆動する第２出力回路と、を備え、
　画素数の少ない前記第２表示パネルを駆動する際に、前記第２出力回路を非活性状態に
することを特徴とする携帯型電子機器の表示装置。
【請求項９】
　請求項１乃至３のいずれか一項に記載の携帯型電子機器の表示装置において、
　前記データ線駆動手段は、前記画像データに応じた階調電圧を選択する階調電圧選択回
路と、当該階調電圧選択回路に階調電圧を供給する階調電圧発生回路とを備え、
　前記表示制御手段は、前記階調電圧生成回路内部の直列に接続された抵抗の抵抗値を変
えて、前記第１表示パネルの階調電圧と前記第２表示パネルの階調電圧を異なるようにす
ることを特徴とする携帯型電子機器の表示装置。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、携帯型電子機器の表示装置に関し、特に液晶表示装置を複数個備えた携帯型
電子機器に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　液晶表示装置を複数個備えた携帯型電子機器として、例えば折畳み型の携帯電話機があ
る。この種の携帯電話機の構造を本発明の説明に用いる図１３を用いて説明する。この種
の携帯電話機は図１３（ａ）及び図１３（ｂ）に示すように、電話機本体１３０１，１３
０２をほぼ中央部分の蝶番部１３０３で２つに折畳む（図１３（ａ））或いは押し広げる
（図１３（ｂ））構造になっており、操作時（又は通話時）と待機時とに分けて複数個の
液晶表示装置を使分けているのが一般的である。１３０４は送受信用のアンテナ、１３０
５はスピーカである。そして、図１３（ｂ）に示す通話時には、２つ折りの電話機本体１
３０１，１３０２を押し開き、電話機の表面に現れた第１液晶表示装置（以下、メイン液
晶という）１０１（図１３（ｃ））を使って操作を行い、図１３（ａ）に示す待機時には
、電話機本体１３０１，１３０２を中央部分で２つに折畳んで電話機本体１３０１の背面
側の第２液晶表示装置（以下、サブ液晶（又は背面液晶）という）１０２（図１３（ｄ）
）を使って着信に備えるようになっている。そのため、一方のメイン液晶１０１は、写真
画像や文字情報など様々な画像を表示するのに対応しており、他方のサブ液晶１０２は、
アンテナマーク，時計，電池残量マークなどの文字情報のみを表示している。
【０００３】
　ところで、最近の携帯電話機では、カメラ機能を搭載した機種が開発され、この種のカ
メラ機能を搭載した携帯電話機では、サブ液晶にカメラのファインダー機能を付加させて
いるため、サブ液晶が写真画像の表示に対応することが要求されるようになってきている
。
【０００４】
　この種のカメラ機能を搭載した携帯電話機におけるメイン液晶とサブ液晶との用いられ
る方が従来の折畳み型携帯電話機のものとは異なっている。すなわち、この種のカメラ機
能を搭載した携帯電話機では、図１３（ｄ）に示すようにカメラ１３０６がサブ液晶１０
２の搭載面である電話機本体１３０１の背面側に設置されているため、被写体が携帯電話
機の使用者である撮影者以外の場合、電話機本体１３０１，１３０２を押し開き、電話機
本体１３０１の内側に位置するメイン液晶１０１をカメラ１３０６のファインダとして用
い、そのカメラ１３０６を撮影者以外の被写体に向けて撮像している。また、携帯電話機
の使用者である撮影者自身が被写体となる場合、電話機本体１３０１，１３０２を２つに
折畳み、電話機本体１３０１の背面側に位置するサブ液晶１０２をファインダとして用い
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、そのカメラ１３０６を撮影者に向けて撮像している。１３０７は撮像などの照明用とし
てのライトである。
【０００５】
　現在、この種のカメラ機能を搭載した携帯電話機の汎用性等を考慮して、メイン液晶１
０１には、ＴＦＴ液晶などの高画質な表示装置を用い、サブ液晶１０２には、ＴＦＴ液晶
と比べて安価なＳＴＮ液晶を使用しているのが一般的である。メイン液晶に用いるＴＦＴ
液晶と、サブ液晶に用いるＳＴＮ液晶とは、駆動方法や駆動電圧が異なる。そのため、図
２０に示すように、一方のＳＴＮ液晶からなるサブ液晶１０２には、専用の電源回路２１
０３とロウ側駆動回路２１０４とカラム側駆動回路２１０５とを設け、他方のＴＦＴ液晶
からなるメイン液晶１０１には、専用の電源回路２１０６と走査線駆動回路２１０７とデ
ータ線駆動回路２１０８とを設け、ＣＰＵ２１０１からの指令を表示制御回路２１０２を
介して、メイン液晶１０１とサブ液晶１０２とに対応した専用の回路２１０３，２１０４
，２２１０５と、２１０６，２１０７，２１０８とにそれぞれ選択切替えて伝送し、それ
ぞれ別々に駆動している。
【０００６】
　また、下記の特許文献１では図１９に示すように、ＥＬ（エレクトロルミネッセンス）
表示装置２００４を用いており、この種のＥＬ表示装置の表示領域を上下に２つの表示領
域に分割（すなわち、ＥＬ表示装置２００４のデータ線を上下に２分割）し、それぞれの
上下の表示領域にデータ側駆動回路２００１，２００２をそれぞれ設け、１つの走査側駆
動回路２００３の出力を上下表示領域の２つの走査側駆動回路２００１，２００２に共用
し、上部領域用データ側駆動回路２００１と下部領域用データ側駆動回路２００２とを同
一のタイミングで駆動する例が開示されている。この特許文献１では、薄膜ＥＬ素子など
の単純マトリクス型を用いており、デュティ駆動するので画素数が増加すると、コントラ
ストが低下するため表示領域を複数に分割している。
【特許文献１】
　　特開平６－２７６４００号公報
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　上述した携帯電話機では、ますます高機能化すると、サブ液晶にも高い表示品質が要求
され、画素数や色数が増加してくる。その場合、サブ液晶もＴＦＴ液晶で構成し、高精細
化及び多色化の要求に対応する必要があるため、ＴＦＴ液晶に対応するためのデータ線駆
動回路及び走査線駆動回路の回路素子数が増加し高価な表示装置になる。
【０００８】
　上述した問題点である回路素子数の増加を解決するために、特許文献１の技術を携帯電
話機のＴＦＴ液晶からなるメイン液晶とサブ液晶との駆動に適用することが考えられる。
すなわち、特許文献１の技術は、ＥＬ表示装置の上下に分割したそれぞれの表示領域の走
査線同士をショートし、１つの走査側駆動回路を共用しているため、ＴＦＴ液晶からなる
２つのメイン液晶とサブ液晶のデータ線をそれぞれショートし、1つのデータ線駆動回路
で駆動することが可能である。
【０００９】
　ところで、携帯型電子機器、特に携帯電話機では、低消費電力化が要求される。しかし
ながら、特許文献１の技術を応用した、ＴＦＴ液晶からなるメイン液晶とサブ液晶とのデ
ータ線をそれぞれショートする方式では、メイン液晶とサブ液晶との寄生容量の充放電電
流が同時に発生するため、消費電力が大きくなるという問題が生じる。また、メイン液晶
とサブ液晶との２つの表示装置を駆動する場合は、1つのメイン液晶又はサブ液晶の一方
のみを駆動する場合に比べて容量負荷が大きくなるため、駆動回路を構成する出力トラン
ジスタのサイズを大きくする必要があり、高コスト化を招来してしてしまうこととなる。
【００１０】
　したがって、例えば携帯電子機器の１種である携帯電話機のＴＦＴ液晶からなるメイン
液晶とサブ液晶を駆動するための回路構成を新たに開発する必要がある。
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【００１１】
【発明の目的】
　本発明の目的は、複数の液晶表示装置にデータ線駆動回路と走査線駆動回路とを共用す
る場合において、駆動回路系の消費電力を増加することなく表示駆動を可能とした携帯型
電子機器の表示装置を提供することにある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するため、本発明に係る携帯型電子機器の表示装置は、第１表示パネル
が非表示状態、走査線の数が当該第１表示パネルよりも少ない第２表示パネルが表示状態
である第１使用状態と、前記第１使用状態と異なる表示状態の第２使用状態とに切替えて
使用される携帯型電子機器の表示装置において、前記第１表示パネルのデータ線と前記第
２表示パネルのデータ線との駆動に共用されると共に、画像データに応じて前記第１表示
パネルのデータ線と前記第２表示パネルのデータ線を駆動するデータ線駆動手段と、前記
第１表示パネルのデータ線及び前記第２表示パネルのデータ線と前記データ線駆動手段と
の間に設けられた、前記第１又は第２使用状態に対応して制御される第１スイッチ手段及
び第２スイッチ手段と、前記第１表示パネルの走査線を駆動する第１走査線駆動手段と、
前記第２表示パネルの走査線を駆動する第２走査線駆動手段と、前記データ線駆動手段、
前記第１及び第２スイッチ手段、並びに前記第１及び第２走査線駆動手段を制御する表示
制御手段と、を備え、前記表示制御手段は、前記第１使用状態のときに、前記第１走査線
駆動手段が前記第１表示パネルの走査線をオフレベルに固定するように制御し、前記第１
スイッチ手段をターンオフして前記第１表示パネルのデータ線をハイインピーダンスにし
、かつ前記第２走査線駆動手段を第２垂直クロック周波数で動作させると共に、前記デー
タ線駆動手段が前記第２表示パネルのデータ線を駆動するように前記第２スイッチ手段を
ターンオンし、前記第２使用状態のときに、前記第１走査線駆動手段を前記第２垂直クロ
ック周波数に比べて周波数が高い第１垂直クロック周波数で動作させると共に、前記デー
タ線駆動手段が前記第１表示パネルのデータ線を駆動するように前記第１スイッチ手段を
ターンオンする、ことを特徴とする。
【００１３】
　本発明によれば、データ線駆動手段と複数の液晶表示装置のデータ線または走査線駆動
手段と複数の液晶表示装置の走査線との間にスイッチ手段を備え、携帯型電子機器の使用
状態に応じてスイッチ手段を制御することにより、複数の液晶表示装置にデータ線駆動手
段と走査線駆動手段とを共用する。しかも、スイッチ手段同士をショートさせることによ
り、液晶のデータ線同士をショートさせる方式を排除する。
【００１４】
　したがって、駆動回路系の回路素子の個数を減少させることができ、駆動回路系の消費
電力の省力化を実現することができる。さらに、駆動手段に接続される負荷容量を低減し
、容量負荷による充放電電流の発生を低減することにより、携帯型電子機器の表示装置の
低消費電力化が実現できる。
【００１５】
　具体例として、液晶データ線の１画素の寄生容量が０．１ｐＦ、液晶駆動電圧を５Ｖ、
フレーム周波数を６０Ｈｚとすれば、サブ液晶だけ駆動する場合のデータ線の充放電によ
る最大消費電力はP=ｃ×ｖ×ｖ×ｆ＝（６４×３×９６×０．１ｐＦ）×５Ｖ×５Ｖ×（
６０Ｈｚ×９６÷２）＝０．１３ｍＷであるが、メイン液晶のデータ線とサブ液晶のデー
タ線を短絡し駆動回路を共用する方式では、メイン液晶のデータ配線の充放電による最大
消費電力P=ｃ×ｖ×ｖ×ｆ＝（１４４×３×１７６×０．１ｐＦ）×５Ｖ×５Ｖ×（６０
Ｈｚ×９６÷２）＝０．５５ｍＷを余分に消費する。
【００１６】
　また、複数の表示装置を駆動する駆動手段を共用することにより、回路素子数の低減並
びに外付け部品数の低減を実現して、安価な表示装置を提供することができる。共用しな
い場合に比べ、低減できる回路素子は、サブ液晶を高精細化しメイン液晶の画素数と同じ
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とすれば、駆動系の回路素子数は約半分で済む。さらに、部品数を低減することにより、
実装面積が小さく、かつ重量を軽くすることができるため、携帯型電子機器を小型化、軽
量化できる。このように、低消費電力化、小型化、軽量化、低コストを同時に実現できる
という効果がある。
【００１７】
　本発明では、表示装置のデータ線及び走査線を駆動する双方の駆動手段を共用したが、
これに限定されるものではなく、該表示装置のデータ線と走査線との少なくとも一方を駆
動する駆動手段を共用するようにすればよい。
【００１８】
　また、本発明では、前記第１表示パネル用のフレームメモリと、前記第２表示パネル用
のフレームメモリと、前記第１又は第２表示パネル用のフレームメモリから出力された画
像データを保持するラインメモリ手段と、前記第１又は第２使用状態に対応して制御され
る第５スイッチ手段及び第６スイッチ手段とを備え、
　前記表示制御手段は、前記第５スイッチ手段の一端を前記第１表示パネル用のフレーム
メモリに接続し、前記第６スイッチ手段の一端を前記第２表示パネル用のフレームメモリ
に接続し、前記第５スイッチ手段の他端と前記第６スイッチ手段の他端とを前記ラインメ
モリ手段に接続するという構成を採っている。
【００１９】
　この構成では、ＣＰＵ側に無理な負担を掛けることがないが、ＣＰＵ側の処理能力に余
裕があれば、これらのフレームメモリをＣＰＵ側に備えるようにしてもよい。この場合に
は、フレームメモリが不要となるため、回路構成及び回路素子を軽減することができる。
【００２０】
　また、本発明では、前記第１表示パネルと前記第２表示パネルとの画素数が異なり、前
記第１又は第２表示パネルのそれぞれのフレーム周波数を所定値に揃えるために、発振回
路の発振周波数を分周して前記第１又は第２垂直クロック周波数、及び第１又は第２水平
クロック周波数の各クロック信号を生成する複数の分周回路を有する構成を採っている。
【００２１】
　したがって、本発明によれば、２つの表示装置の画素数が異なる場合にもそれぞれの表
示装置に最適な周波数で低消費電力で表示駆動することができる。
【００２２】
　また、本発明では、前記表示制御手段が、前記第１使用状態のときに、前記第１表示パ
ネルの共通電極の動作を停止させ、前記第２使用状態のときに、前記第２表示パネルの共
通電極の動作を停止させるという構成を採っている。
【００２３】
　液晶表示装置は、液晶が容量機能を有しているため残像が残る場合があるが、本発明で
は非表示装置の走査線をオフレベルに固定するため、表示装置の切替え瞬間時での残像の
発生を抑制することができる。
【００２４】
　また、本発明では、第１表示パネルと第２表示パネルとの画素数が異なり、、前記表示
制御手段は、画素数の少ない表示パネルを駆動する際に前記データ線駆動手段のうち、デ
ータ線に接続されない一部のデータ線駆動手段を非活性状態にする構成を採っている。し
たがって、無駄な電力を消費することがなく、携帯型電子機器に適用して最適なものであ
る。
【００２５】
　また、本発明では、前記表示制御手段が、階調電圧生成回路内部の直列に接続された抵
抗の抵抗値を変えて、前記第１表示パネルの階調電圧と前記第２表示パネルの階調電圧を
異なるようにする構成を採っている。
【００２６】
【発明の実施の形態】
　次に、本発明の実施形態について図面を参照して説明する。
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【００２７】
【第１の実施形態】
　図1は、本発明の第1の実施形態を示すブロック図である。図１に示す本発明に係る第１
の実施形態は、本発明を携帯電子機器の１種である携帯電話機に応用した例であって、携
帯電話機のメイン液晶１０１とサブ液晶１０２とをそれぞれＴＦＴ液晶から構成し、これ
らのメイン液晶１０１とサブ液晶１０２とに１つのデータ線駆動回路１０３及び走査線駆
動回路１０４を共用したものである。
【００２８】
　以下、メイン液晶及びサブ液晶はどちらもＴＦＴ液晶の場合を説明するが、使用する表
示装置はＳＴＮ液晶や有機ＥＬでもよく、複数ある表示装置が同じ駆動方式，電圧範囲で
あれば共用できる。
【００２９】
　図１に示す第１の実施形態に係る表示装置が備えられる携帯電話機の一例を図１３を用
いて説明する。図１３に示す携帯電話機は、いわゆる折畳み型携帯電話機であり、この種
の携帯電話機は、図１３（ａ）及び図１３（ｂ）に示すように電話機本体１３０１，１３
０２をほぼ中央部分の蝶番部１３０３で２つに折畳む（図１３（ａ））、或いは押し広げ
る（図１３（ｂ））構造になっており、操作時（または通話時）と待機時とに分けて複数
個の液晶表示装置を使分けている。１３０４は送受信用のアンテナ、１３０５はスピーカ
である。
【００３０】
　そして、図１３（ｂ）に示す通話時には、２つ折りの電話機本体１３０１，１３０２を
押し開き、電話機の表面に現れた第１液晶表示装置であるメイン液晶１０１（図１３（ｃ
））を使って通話を行い、図１３（ａ）に示す待機時には、電話機本体１３０１，１３０
２を中央部分で２つに折畳んで電話機本体１３０１の背面側の第２液晶表示装置であるサ
ブ液晶１０２（図１３（ｄ））を使って着信に備えるようになっている。
【００３１】
　さらに図１３に示す携帯電話機はカメラ機能を搭載した携帯電話機であり、この種のカ
メラ機能を搭載した携帯電話機では、図１３（ｄ）に示すようにカメラ１３０６がサブ液
晶１０２の搭載面である電話機本体１３０１の背面側に設置されているため、被写体が携
帯電話機の使用者である撮影者以外の場合、電話機本体１３０１，１３０２を押し開き、
電話機本体１３０１の内側に位置するメイン液晶１０１をカメラ１３０６のファインダと
して用い、そのカメラ１３０６を撮影者以外の被写体に向けて撮像している。また、携帯
電話機の使用者である撮影者自身が被写体になる場合、電話機本体１３０１，１３０２を
２つに折畳み、電話機本体１３０２の背面側に位置するサブ液晶１０２をファインダとし
て用い、そのカメラ１３０６を撮影者に向けて撮像している。１３０７は撮像などの照明
用としてのライトである。このように、操作時（または通話時）と待機時，写真を撮る被
写体が何であるかなどの使用状態によって、使用する表示装置が違ってくる。
【００３２】
　図１に示すメイン液晶１０１として１４４×１７６個の画素数、サブ液晶１０２として
６４×９６個の画素数のものを用いたが、それらの画素数は、これに限定されるものでは
ない。ここで、図１３（ｂ）に示す携帯電話機を押し広げた状態で使用するメイン液晶１
０１の画素数並びにサイズは、図１３（ａ）に示す携帯電話機を折畳んで使用するサブ液
晶１０２のものと比較して大きく設定してある。また、サブ液晶１０２は複数個設けても
よい。
【００３３】
　図１において、ＣＰＵ１０６は、携帯電話機に内蔵されるマイクロコンピュータである
。表示制御回路（表示制御手段）１０５は、ＣＰＵ１０６との間にデータ１１０の授受を
行って、後述するデータ線駆動回路（データ線駆動手段）１０３及び走査線駆動回路（走
査線駆動手段）１０４並びに表示装置用の電源回路１０７を指令信号１１５，１１６，１
１７に基いて制御する。表示装置用の電源回路１０７は、２つのメイン液晶１０１とサブ
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液晶１０２とに共用しており、データ線駆動回路１０３，走査線駆動回路１０４，メイン
液晶１０１の共通電極１１９，サブ液晶１０２の共通電極１１８に電源を供給する。デー
タ線駆動回路１０３は、２つのメイン液晶１０１とサブ液晶１０２とに共用されてメイン
液晶１０１のデータ線とサブ液晶のデータ線との駆動に共用されるデータ駆動手段を構成
し、メイン液晶１０１のデータ線１１３とサブ液晶１０２のデータ線１１４をそれぞれ駆
動する。また、走査線駆動回路１０４は、２つのメイン液晶１０１とサブ液晶１０２とに
共用されてメイン液晶１０１の走査線とサブ液晶１０２の走査線との駆動に共用される走
査線駆動手段を構成し、メイン液晶１０１の走査線１１１とサブ液晶１０２の走査線１１
２をそれぞれ駆動する。
【００３４】
　次に、データ線駆動回路１０３の詳細図を図３に示し、その回路構成について説明する
。図３に示すようにデータ線駆動回路１０３は、フレームメモリ３００の第１液晶フレー
ムメモリ３１１及び第２液晶フレームメモリ３１２，第１選択回路３０２，第１データラ
ッチ回路３０３，第２データラッチ回路３０４，レベルシフト回路３０５，デコーダ回路
３０６，階調電圧選択回路３０７，階調電圧発生回路３１０，出力回路３０８及び第２選
択回路３０９を備えている。ここで、図３に示すデータ線駆動回路１０３は、フレームメ
モリを備えているものであり、フレームメモリを備えていないものと区別するために符号
１０３ａを付す。
【００３５】
　第１選択回路３０２は、第１液晶フレームメモリ３１１の端子に対応する個数のスイッ
チＳＷ１Ａと、第２液晶フレームメモリ３１２の端子に対応する個数のスイッチＳＷ１Ｂ
とをそれぞれ備え、第１液晶フレームメモリ３１１の端子と該端子に対応する第１データ
ラッチ回路３０３の端子とをスイッチＳＷ１Ａを介してそれぞれ接続し、第２液晶フレー
ムメモリ３１２の端子と該端子に対応する第１データラッチ回路３０３の端子とをスイッ
チＳＷ１Ｂを介してそれぞれ接続する。
【００３６】
　また、第２選択回路３０９は、メイン液晶１０１の複数のデータ線１１３に対応する個
数の第１スイッチＳＷ２Ａと、サブ液晶１０２の複数のデータ線１１４に対応する個数の
第２スイッチＳＷ２Ｂをそれぞれ備え、メイン液晶１０１の各データ線１１３に接続する
複数の接続端子ＤＡｎ（ｎ：１，２，３・・・，４３２)と該接続端子に対応する出力回
路３０８の端子とをスイッチＳＷ２Ａを介してそれぞれ接続し、サブ液晶１０２の各デー
タ線１１４に接続する複数の接続端子ＤＢｎ（ｎ：１，２，３・・・，１９２）と該接続
端子に対応する出力回路３０８の端子とをスイッチＳＷ２Ｂを介してそれぞれ接続する。
ここに、第２選択回路３０９の第１スイッチＳＷ２Ａと第２スイッチＳＷ２Ｂとは、メイ
ン液晶１０１とサブ液晶１０２を切替えるように制御される第１スイッチ手段と第２スイ
ッチ手段を構成する。
【００３７】
　また、階調電圧発生回路３１０は、複数の抵抗を直列に接続し、その直列接続した各抵
抗の接続点で所定の電圧が得られる回路構成になっている。階調電圧選択回路３０７は、
画像データに応じて所定の階調電圧を選択する回路であり、複数のアナログスイッチの組
合せから構成される。この構成による階調電圧選択回路３０７は、画像データが６ビット
（６４階調）の場合、そのアナログスイッチが各出力ごとに６４個用いられている。メイ
ン液晶とサブ液晶との液晶材料や構造が異なるため、階調電圧を変えてもよい。その場合
、階調電圧発生回路３１０の直列に接続する抵抗の抵抗値を変えるなどの方法がある。
【００３８】
　また、出力回路３０８は図７に示すように、定電流制御回路７０１と、メイン液晶１０
１の一部のデータ線ＤＡｎ（ｎ：１，２，３・・・，１９２）及びサブ液晶１０２の複数
のデータ線ＤＢｎ（ｎ：１，２，３・・・，１９２）をそれぞれ駆動する出力回路７０２
ａと、メイン液晶１０１の残りのデータ線ＤＡｎ（ｎ：１９３・・・，４３２）のみを駆
動する出力回路７０２ｂとを備えている。３０９は第２選択回路である。
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【００３９】
　各出力回路は７０２ａ，７０２ｂは図８に示すように、ボルテージフォロア型の増幅器
８０１を備えている。前記増幅回路８０１の入力側ＩＮと出力側ＯＵＴとの間はスイッチ
ＯＵＴ－ＳＷを介して接続され、また前記増幅回路８０１の出力側にはデイスチャージ用
回路８０１ａが設けられ、端子Ｇには定電流制御回路７０１からの電圧が入力され、デイ
スチャージ用回路８０１ａのゲートには、表示制御回路１０５から出力回路３０８に出力
されるＷＨ信号又はデイスチャージ制御信号が入力される。そして、サブ液晶１０２の駆
動時（ＭＣ信号＝Ｈ）には、メイン液晶１０１の残りのデータ線ＤＡｎ（ｎ：１９３・・
・，４３２）のみを駆動する出力回路７０２ｂの増幅器（８０１）の定電流源を０にして
非活性状態とすることにより、低消費電力化する。増幅器８０１は、短い時間で目標電圧
に達するための機能なので、表示制御回路１０５の制御の下で、サブ液晶１０２の画素数
が小さく１水平期間が長い場合は、スイッチＡＭＰ－ＳＷを常時オフしハイインピーダン
スにしスイッチＯＵＴ－ＳＷをオンして増幅器８０１を使用しないでサブ液晶１０２のデ
ータ線を駆動すれば、さらに低消費電力化を実現する。
【００４０】
　データ線駆動回路１０３は、図３のようにフレームメモリ３００（第１液晶フレームメ
モリ３１１及び第２液晶フレームメモリ３１２）を内蔵している場合と、図５のようにフ
レームメモリを内蔵していない場合があるので、フレームメモリを内蔵した図３のデータ
線駆動回路１０３に符号１０３ａを付し、フレームメモリを内蔵していない図５のデータ
線駆動回路に符号１０３ｂを付し、かつそのデータ線駆動回路１０３ａ，１０３ｂに対応
する表示制御回路１０５に符号１０５ａ，１０５ｂを付して区別する。
【００４１】
　先ず図３に示すフレームメモリ３００を内蔵したデータ線駆動回路１０３ａの動作につ
いて説明する。図３において、表示制御回路１０５ａからデータ線駆動回路１０３ａの第
１選択回路３０２，第２選択回路３０９にそれぞれ出力されるＭＳ信号とＭＣ信号とは、
折畳み型携帯電話機の使用状態によって制御される信号で、携帯電話機を開いた状態では
、ＭＳ信号及びＭＣ信号はＬレベル（以下、Ｌと表記する）となり、メイン液晶１０１で
の画像表示がなされる。また、携帯電話機を閉じた状態では、ＭＳ信号及びＭＣ信号はＨ
レベル（以下、Ｈと表記する）となり、サブ液晶１０２での画像表示がなされる。また、
携帯電話機を開いた状態でメイン液晶１０１とサブ液晶１０２の両方を同時に表示するこ
とも可能である。ＭＳ信号とＭＣ信号はＬ→Ｈ、Ｈ→Ｌに切り換わるタイミングが若干異
なり、ＭＣ信号はＭＳ信号に比べて１ＶＣＬＫ分遅れて変化する。
【００４２】
　また、表示制御回路１０５ａから第１液晶フレームメモリ３１１及び第２液晶フレーム
メモリ３１２に出力されるリード／ライト信号（ＲＷ信号）は、第１液晶フレームメモリ
３１１及び第２液晶フレームメモリ３１２にＣＰＵ１０６から転送される画像データをア
ドレス制御信号（ＡＤＣ信号）の情報（ＸＹ座標）に従って書込むか、あるいは第１液晶
フレームメモリ３１１及び第２液晶フレームメモリ３１２に保持されている画像データを
アドレス制御信号（ＡＤＣ信号）の情報（ＸＹ座標）に従ってＣＰＵ１０６側に読み出す
かを制御する信号である。ＤｏからＤｎは、表示制御回路１０５ａからフレームメモリ３
１１，３１２に出力される画像データである。
【００４３】
　第１選択回路３０２は、ＭＳ信号がＬの時に、スイッチＳＷ１Ａがオン、スイッチＳＷ
１Ｂがオフし、第１液晶フレームメモリ３１１の画像データは、ラッチ信号（ＬＡＴ１）
に同期してラインメモリ機能をもつ第１データラッチ回路３０３に保持される。ＭＳ信号
がＨの時には、スイッチＳＷ１Ｂがオン、スイッチＳＷ１Ａがオフし、第２液晶フレーム
メモリ３１２の画像データは、ラッチ信号（ＬＡＴ１）に同期して第１データラッチ回路
３０３に保持される。ここに、第１選択回路３０２のスイッチＳＷ１ＡとスイッチＳＷ１
Ｂとが、メイン液晶１０１とサブ液晶１０２を切替えるように制御される第５スイッチ手
段と第６スイッチ手段とを構成する。
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【００４４】
　次、表示制御回路１０５ａから第２データラッチ回路３０４にラッチ信号（ＬＡＴ２）
が入力されると、第１データラッチ回路３０３に保持されていた画像データは、第２デー
タラッチ回路３０４に転送され、次のラッチ信号（ＬＡＴ２）信号が入力されるまで（通
常１水平期間）保持される。この時、第１データラッチ回路３０３に保持されていたデー
タは、表示制御回路１０５ａから第２データラッチ回路３０４に入力する極性信号（ＰＯ
Ｌ）に応じて正転または反転されて第２データラッチ回路３０４に保持される。ここに、
第１データラッチ回路３０３及び第２データラッチ回路３０４によりラインメモリ手段が
構成される。
【００４５】
　第２データラッチ回路３０４の画像データは、デコーダ回路３０６に転送され、階調電
圧選択回路３０７で画像データに応じた階調電圧を選択し出力回路３０８で増幅して液晶
表示装置のデータ線ＤＡｎ，ＤＢｎを駆動する。
【００４６】
　一般に、第２データラッチ回路３０４までの電源電圧は３Ｖ以下で動作する。しかし、
液晶の駆動電圧は４～５Ｖ程度であるため、電圧を変換するレベルシフト回路３０５を備
える。液晶駆動電圧と駆動回路のロジック電圧が同じであればレベルシフト回路３０５は
不要である。
【００４７】
　第２選択回路３０９は、表示制御回路１０５ａから入力するＭＣ信号がＬの時に、第１
スイッチＳＷ２Ａがオン、第２スイッチＳＷ２Ｂがオフし、データ線駆動回路１０３ａは
メイン液晶１０１のデータ線ＤＡｎのみを駆動する。また、第２選択回路３０９は、ＭＣ
信号がＨの時に、第２スイッチＳＷ２Ｂがオン、第１スイッチＳＷ２Ａがオフし、データ
線駆動回路１０３ａはサブ液晶１０２のデータ線ＤＢｎのみを駆動する。
【００４８】
　このように、第１選択回路３０２と第２選択回路３０９を表示制御回路１０５ａで制御
することにより、メイン液晶１０１のデータ線ＤＡｎとサブ液晶１０２のデータ線ＤＢｎ
を1つのデータ線駆動回路１０３ａで共用して駆動することができる。
【００４９】
　次に、走査線駆動回路１０４について図４を用いて詳細に説明する。走査駆動回路１０
４は図４に示すように、シフトレジスタ回路４０１，ロジック回路４０２，レベルシフト
回路４０３，出力回路４０４及び第３選択回路４０５から構成される。
【００５０】
　第３選択回路４０５は、メイン液晶１０１の走査線の本数に対応する個数の第３スイッ
チＳＷ３Ａと、サブ液晶１０２の走査線の本数に対応する個数の第４スイッチＳＷ３Ｂと
を備え、メイン液晶１０１の各走査線に接続する接続端子ＧＡｎ（ｎ：１，２，３・・・
，１７６）と該接続端子に対応する出力回路４０４の端子とを第３スイッチＳＷ３Ａを介
して接続し、サブ液晶１０２の走査線に接続する接続端子ＧＢｎ（ｎ：１，２，３・・・
，９６）と該接続端子に対応する出力回路４０４の端子とを第４スイッチ群ＳＷ３Ｂを介
して接続する。ここに、第３選択回路４０５の第３スイッチＳＷ３Ａと第４ＳＷ３Ｂとは
、メイン液晶１０１とサブ液晶１０２を切替えるように制御される第３スイッチ手段と第
４スイッチ手段を構成する。
【００５１】
　第３選択回路４０５は、表示制御回路１０５ａから入力するＭＣ信号がＬの時に、第３
スイッチＳＷ３Ａをオン、第４スイッチＳＷ３Ｂをオフし、メイン液晶１０１の走査線の
みを駆動する。また、第３選択回路４０５は、ＭＣ信号がＨの時に、第４スイッチＳＷ３
Ｂをオン、第３スイッチＳＷ３Ａをオフし、サブ液晶１０２だけの走査線のみを駆動する
。
【００５２】
　このように、第３選択回路４０５を制御することにより、メイン液晶１０１の走査線と
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サブ液晶１０２の走査線とを1つの走査線駆動回路１０４で共用することができる。
【００５３】
　図９は、図４に示す走査線駆動回路１０４の出力回路以降の詳細を示す図である。図９
に示すように出力回路４０４には、メイン液晶１０１，サブ液晶１０２の走査線の本数に
対応する個数の出力回路９０１が含まれ、選択回路４０５には、各出力回路９０１に対応
させて第３スイッチＳＷ３Ａと第４スイッチＳＷ３Ｂとが設けられ、メイン液晶１０１の
各走査線に接続する接続端子ＧＡｎ（ｎ：１，２，３・・・，１７６）と該接続端子に対
応する出力回路９０１の端子とを第３スイッチＳＷ３Ａを介して接続し、サブ液晶１０２
の走査線に接続する接続端子ＧＢｎ（ｎ：１，２，３・・・，９６）と該接続端子に対応
する出力回路９０１の端子とを第４スイッチ群ＳＷ３Ｂを介して接続する。
【００５４】
　さらに図１０に示すように、走査線駆動回路１０４は、出力回路９０１の出力側に、非
表示の液晶（１０１，１０２、表示装置）の走査線をオフレベルに固定する回路を備えて
いる。この回路は、スイッチＳＷ３ＡとスイッチＳＷ３ＢとにスイッチＳＷ３Ｃとスイッ
チＳＷ３Ｄとの一端が並列に接続され、スイッチＳＷ３ＣとスイッチＳＷ３Ｄの他端には
、非表示の液晶（１０１，１０２）の走査線（特に、ＴＦＴ素子）をオフレベルに固定す
る電圧ＶＣＯＦＦが印加される。したがって、スイッチＳＷ３Ｃをオンすることにより、
液晶（ＴＦＴ素子）にオフレベルの電圧が印加され、画像表示していない液晶の走査線が
ノイズなどで誤動作しないようになる。
【００５５】
　メイン液晶１０１の走査線を駆動する時は、スイッチＳＷ３Ａをオンし出力回路で駆動
するが、サブ液晶１０２の走査線は不定状態であるとノイズに対して誤動作するので、同
時にスイッチＳＷ３Ｄをオンさせてサブ液晶１０２の走査線をオフレベル（ＶＧＯＦＦ）
にする。サブ液晶１０２の走査線を駆動する時は、スイッチＳＷ３Ｂをオンして出力回路
で駆動し、同時にスイッチＳＷ３Ｃをオンし、メイン液晶１０１の走査線をオフレベル（
ＶＧＯＦＦ）にする。なお、図１０では、メイン液晶１０１の走査線を駆動する時のスイ
ッチ状態を示している。
【００５６】
　次に、タイミングチャートを用いてさらに詳細に動作を説明する。図１４は、メイン液
晶１０１だけを駆動する場合の走査線駆動のタイミングチャートである。
【００５７】
　図１４において、表示制御回路から出力されるＳＤ信号は、メイン液晶１０１とサブ液
晶１０２とのいずれか一方だけを表示するか、両方同時に表示するかを制御する信号であ
り、Ｌの時には、メイン液晶１０１とサブ液晶１０２とのどちらか一方に画像を表示する
。Ｈの時には、メイン液晶１０１とサブ液晶１０２の両方同時に画像表示する。ＭＳ信号
及びＭＣ信号は、メイン液晶１０１かサブ液晶１０２のどちらを駆動するかを制御する信
号で、Ｌの時には、メイン液晶１０１を駆動し、Ｈの時にはサブ液晶１０２を駆動する。
【００５８】
　メイン液晶１０１のみを駆動するには、表示制御回路１０５ａからの信号はＳＤ＝Ｌ，
ＭＳ＝Ｌ，ＭＣ＝Ｌにする。この時、データ線駆動回路１０３ａの第２選択回路３０９の
スイッチＳＷ２Ａがオンし、スイッチＳＷ２Ｂがオフし、走査線駆動回路１０４の第３選
択回路４０５のスッチＳＷ３Ａ，ＳＷ３Ｄがそれぞれオンし、スイッチＳＷ３Ｂ，ＳＷ３
Ｃがそれぞれオフする。これにより、サブ液晶１０２のデータ線１１４は、ハイインピー
ダンス（Ｈｉ－Ｚ）状態となり、走査線１１２は停止状態となり、メイン液晶１０１のデ
ータ線及び走査線のみを駆動することができる。また、メイン液晶１０１の共通電極１１
９は動作し、サブ液晶１０２の共通電極１１８は停止している。
【００５９】
　図１５は、サブ液晶１０２だけを駆動する場合の走査線駆動のタイミングチャートであ
る。表示制御回路１０５ａからの信号はＳＤ＝Ｌ，ＭＳ＝Ｈ，ＭＣ＝Ｈにする。データ線
駆動回路１０３の第２選択回路３０９のスイッチＳＷ２Ｂがオンし、スイッチＳＷ２Ａが
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オフし、走査線駆動回路１０４の第３選択回路４０５のスイッチＳＷ３Ｂ，ＳＷ３Ｃがそ
れぞれオンし、スイッチＳＷ３Ａ，ＳＷ３Ｄがそれぞれオフする。これにより、メイン液
晶１０１のデータ線１１３は、ハイインピーダンス（ＨｉーＺ）状態となり、走査線１１
１は停止状態となり、サブ液晶１０２のデータ線１１４及び走査線１１２のみを駆動する
ことができる。また、サブ液晶１０２の共通電極１１８は動作し、メイン液晶１０１の共
通電極１１９は停止している。
【００６０】
　図６は、画素数の異なるメイン液晶とサブ液晶のフレーム周波数を所定値にするための
複数の分周回路を表示制御回路に備えた構成を示すブロック図である。携帯型電子機器、
例えば携帯電話機に備えるメイン液晶１０１とサブ液晶１０２とはサイズが違うために画
素数が異なっている。しかしながら、液晶の画素数が異なる場合でも最適な周波数で低消
費電力に液晶を駆動することが望ましいものである。そこで、メイン液晶１０１とサブ液
晶１０２では、画素数が異なってもフレーム周波数が同じになるように垂直クロック周波
数（１ＶＣＬＫ）及び水平クロック周波数（１ＨＣＬＫ）が異なるようにする。この場合
、表示制御回路１０５には、区別するために符号１０５ｄを付してある。
【００６１】
　図６に示すように、発振回路６０８，この発振回路６０８からの周波数信号を分周する
複数の分周回路６０１，６０２，６０３，６０４，６０４，６０５，６０６、周波数制御
回路６０７を表示制御回路１０５ｄに付加している。分周回路６０１は、メイン液晶１０
１のみ駆動時の垂直クロック周波数、分周回路６０２は、サブ液晶１０２のみ駆動時の垂
直クロック周波数、分周回路６０３は、メイン液晶１０１とサブ液晶１０２の両方を順次
駆動する時の垂直クロック周波数、分周回路６０４は、メイン液晶１０１のみ駆動時の水
平クロック周波数、分周回路６０５は、サブ液晶１０２のみ駆動時の水平クロック周波数
、分周回路６０６は、メイン液晶１０１とサブ液晶１０２の両方を順次駆動する時の水平
クロック周波数を分周するものであり、表示制御回路１０５ｄの周波数制御回路６０７に
入力するＳＤ信号及びＭＳ信号によって制御される。
【００６２】
　表示制御回路１０５ｄからの信号、ＳＤ＝Ｌ，ＭＳ＝Ｌの時は、スイッチＳＷ４Ａおよ
びＳＷ５Ａがそれぞれオンし、ＳＤ＝Ｌ，ＭＳ＝Ｈの時は、スイッチＳＷ４ＢおよびＳＷ
５Ｂがそれぞれオンし、ＳＤ＝Ｈの時は、スイッチＳＷ４ＣおよびＳＷ５Ｃがそれぞれオ
ンする。例えば、フレーム周波数が６０Ｈｚであれば、メイン液晶１０１の１ＶＣＬＫは
凡そ６０×１７７＝１０．６２ＫＨｚ、サブ液晶１０２の１ＶＣＬＫは凡そ６０×９７＝
５．８２ＫＨｚとなり、周波数を適切な値にすることにより、画素数が異なる場合でも最
適な周波数で低消費電力に液晶を駆動することができる。メイン液晶１０１とサブ液晶１
０２の両方を表示する場合、１ＶＣＬＫは６０×（１７７＋９７）＝１６．４４ＫＨｚと
すればよい。
【００６３】
　図１６は、メイン液晶１０１からサブ液晶１０２に表示が切り換わる時（折畳み型携帯
電話機を閉じる時）のタイミングチャートである。携帯電話機を閉じると、表示制御回路
１０５ｂからのＭＳ信号がまずＬ→Ｈになる。これに同期して表示制御回路１０５ｂから
のＲＥＳ信号，ＷＨ信号，ＯＥ２信号が１／２ＶＣＬＫ期間Ｈとなる。ＯＥ２信号は、メ
イン液晶１０１の全走査線をＨレベルにしメイン液晶１０１のＴＦＴ素子を全てオン状態
にし、ＷＨ信号で画像データによらず一斉にメイン液晶１０１の全データ線をＧＮＤレベ
ルにし、メイン液晶１０１の全液晶素子の電荷量を０にすることにより、メイン液晶１０
１の表示画面を全白（ノーマリホワイト液晶の時）にする。ＭＳ信号がＬ→Ｈに切り換っ
て１ＶＣＬＫ後、ＭＣ信号がＬ→Ｈに切り換わり、第２選択回路３０９のスイッチＳＷ２
Ｂ，第３選択回路４０５のスイッチＳＷ３Ｂがオンして、サブ液晶１０２のデータ線及び
走査線を駆動する。
【００６４】
　図１７は、サブ液晶からメイン液晶に表示が切り換わる時（携帯電話機を開く時）のタ
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イミングチャートである。携帯電話機を開くと、ＭＳ信号がまずＨ→Ｌになる。これに同
期してＲＥＳ信号、ＷＨ信号、ＯＥ２信号が１／２ＶＣＬＫ期間Ｈとなる。ＯＥ２信号は
、サブ液晶の全走査線をＨレベルにしメイン液晶のＴＦＴ素子を全てオン状態にし、ＷＨ
信号で画像データによらず一斉にサブ液晶の全データ線をＧＮＤレベルにし、サブ液晶の
全液晶素子の電荷量を０にすることにより、サブ液晶の表示画面を全白（ノーマリホワイ
ト液晶の時）にする。ＭＳ信号がＨ→Ｌに切り換って１ＶＣＬＫ後、ＭＣ信号がＨ→Ｌに
切り換わり、第２選択回路のスイッチＳＷ２Ａ，第３選択回路のスイッチＳＷ３Ａがオン
して、メイン液晶を駆動する。
【００６５】
　携帯電話機などに使用される液晶表示装置は、液晶が容量の機能を有しているために残
像が残る場合があり、反射型や半透過型液晶表示装置では、表示装置を切換える瞬間はＴ
ＦＴ素子をオン状態にして非表示レベルの電圧にする必要がある。
【００６６】
　図１８は、メイン液晶１０１とサブ液晶１０２の両方を表示する場合のタイミングチャ
ートである。メイン液晶１０１とサブ液晶１０２の両方を順次駆動する場合、ＳＤ信号を
Ｈにし、図１８に示すようにメイン液晶１０１とサブ液晶１０２の両方を駆動することが
できる。
【００６７】
　図１１は、２つの液晶表示装置（メイン液晶とサブ液晶）の実装例を示す図である。図
１１に示すように、半導体集積回路１１０１をメイン液晶１０１のガラス基板１１０４に
接続し、メイン液晶１０１とサブ液晶１０２をフレキシブル基板１１０６で接続する。コ
ネクタ１１０３はＣＰＵ（１０６）に接続する。図示しないが、半導体集積回路１１０１
をサブ液晶１０２のガラス基板１１０５に接続してもよい。
【００６８】
　また、表示制御回路１０５，データ線駆動回路１０３，走査線駆動回路１０４，電源回
路１０７は必ずしも同一集積回路上に製造する必要はなく、それぞれ別々に製造し、ガラ
ス基板またはフレキシブル基板上に接続してもよい。さらに走査線駆動回路１０４，デー
タ線駆動回路１０３，電源回路１０７はガラス基板上に製造してもよい。
【００６９】
　図１２は、表示制御回路１０５，データ線駆動回路１０３，走査線駆動回路１０４，表
示装置の電源回路１０７を半導体集積回路で製造した場合のチップレイアウト例を示して
いる。メイン液晶１０１のデータ線接続端子ＤＡ１～ＤＡ４３２とサブ液晶１０２のデー
タ線接続端子ＤＢ１～ＤＢ１９２はチップの対面に配置し、同様に、メイン液晶１０１の
走査線接続端子ＧＡ１～ＧＡ１７６とサブ液晶１０２の走査線接続端子ＧＢ１～ＧＢ９６
も対面に配置し、サブ液晶１０２のデータ線接続端子ＤＢ１～ＤＢ１９２と走査線接続端
子ＧＢ１～ＧＢ９６の間には他の信号端子などが配置されないように隣接した場所に配置
する。これは、フレキシブル基板上でＣＰＵからの信号や部品などの配線とサブ液晶のデ
ータ線および走査線の配線が交差しないようにするためである。また、ガラス基板上の配
線は、半導体集積回路で使用する配線材料(アルミや銅)より抵抗値が高い配線材料(クロ
ムなど)を使用する場合があり、配線抵抗が高いと表示むらが発生することがあるため、
できるだけガラス基板上の配線長を短くし抵抗値を下げる必要がある。
【００７０】
【第２の実施形態】
　図２は、本発明の第２の実施形態を示すブロック図である。図２に示す実施形態では、
メイン液晶１０１とサブ液晶１０２のデータ線駆動回路１０３を共用している。実施形態
１との違いは、走査線駆動回路２０１，２０２を共用していない点にある。データ線の駆
動方法と周波数の切換方法は実施形態1と同じである。
【００７１】
　図２に示す実施形態では、携帯型電子機器の使用状態に対応してメイン液晶及びサブ液
晶（表示装置）を切替えるように第２選択回路３０９の第１スイッチＳＷ２Ａ（第１スイ



(14) JP 4794801 B2 2011.10.19

10

20

30

40

50

ッチ手段）と第２スイッチＳＷ２Ｂ（第２スイッチ手段）とを制御し、メイン液晶１０１
のデータ線とサブ液晶１０２のデータ線との駆動に第１駆動手段としてのデータ線駆動回
路１０３を共用し、電子機器の使用状態に対応して選択的に切替えられ、メイン液晶の走
査線とサブ液晶の走査線とを独立に駆動する第３駆動手段及び第４駆動手段として、２つ
の走査線駆動回路２０２と走査線駆動回路２０３を用い、前記第１スイッチ手段の一端を
メイン液晶のデータ線に接続し、前記第２スイッチ手段の一端をサブ液晶のデータ線に接
続し、前記第１スイッチ手段の他端と前記第２スイッチ手段の他端とを短絡して前記第１
駆動手段に接続する構成を採っている。
【００７２】
　また、図１及び図２に示す実施形態では、データ線駆動回路をメイン液晶１０１とサブ
液晶１０２との駆動に共用したが、これに限られるものではなく、走査線駆動回路をメイ
ン液晶１０１とサブ液晶１０２との走査線の駆動に共用するようにしてもよいものである
。この場合の実施形態では、携帯型電子機器の使用状態に対応して使用される第１表示装
置及び第２表示装置として例えばメイン液晶１０１及びサブ液晶を用い、前記使用状態に
対応して前記表示装置を切替えるように制御される第３スイッチ手段及び第４スイッチ手
段として、例えば第２選択回路３０９の第１スイッチＳＷ２Ａ（第１スイッチ手段）と第
２スイッチＳＷ２Ｂ（第２スイッチ手段）とに相当する２つのスイッチ手段（第３スイッ
チ手段，第４スイッチ手段）を設け、１つの走査線駆動回路１０４，２０１又は２０２（
第２駆動手段）を前記第１表示装置の走査線と前記第２表示装置の走査線との駆動に共用
し、２つのデータ線駆動回路１０３（第５駆動手段，第６駆動手段）により前記第１表示
装置のデータ線と前記第２表示装置のデータとを独立に駆動し、前記第３スイッチ手段の
一端を前記第１表示装置の走査線に接続し、前記第４スイッチ手段の一端を前記第２表示
装置の走査線に接続し、前記第３スイッチ手段の他端と前記４スイッチ手段の他端とを短
絡して前記第２駆動手段に接続するという構成を採ればよい。
【００７３】
【第３の実施形態】
　図５に、実施形態1で説明したデータ線駆動回路１０３ａとは別のデータ線駆動回路１
０３ｂを示す。図５に示す実施形態は、ＣＰＵ側にフレームメモリを備える点に第１の実
施形態との違いがあり、データ線駆動回路にフレームメモリ及び第１選択回路がなく、代
わりに画像データの転送用のシフトレジスタ回路５０１とデータバッファ回路５０３とを
備えている。
【００７４】
　図３に示す第１の実施形態では、画像データが、データ線駆動回路に内蔵されたフレー
ムメモリ及び第１選択回路３０２を介して、第１データラッチ回路に転送していたが、図
５に示す第３の実施形態では、フレームメモリはＣＰＵ側に備えているため、ＣＰＵから
の指令に基いて表示制御回路１０５ｃからのＳＴＨ信号によりシフトレジスタ回路５０１
を制御しつつ表示制御回路１０５ｃから順次出力されるＨＣＬＫ信号に同期して画像デー
タを第１データラッチ回路５０２に転送する。その他の動作については、実施形態１と同
じなので説明を省略する。
【００７５】
【発明の効果】
　以上説明したように本発明の実施形態は、第１表示パネルが非表示状態、走査線の数が
当該第１表示パネルよりも少ない第２表示パネルが表示状態である第１使用状態と、前記
第１使用状態と異なる表示状態の第２使用状態とに切替えて使用される携帯型電子機器の
表示装置において、前記第１表示パネルのデータ線と前記第２表示パネルのデータ線との
駆動に共用されると共に、画像データに応じて前記第１表示パネルのデータ線と前記第２
表示パネルのデータ線を駆動するデータ線駆動手段と、前記第１表示パネルのデータ線及
び前記第２表示パネルのデータ線と前記データ線駆動手段との間に設けられた、前記第１
又は第２使用状態に対応して制御される第１スイッチ手段及び第２スイッチ手段と、前記
第１表示パネルの走査線を駆動する第１走査線駆動手段と、前記第２表示パネルの走査線
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を駆動する第２走査線駆動手段と、前記データ線駆動手段、前記第１及び第２スイッチ手
段、並びに前記第１及び第２走査線駆動手段を制御する表示制御手段と、を備え、前記表
示制御手段は、前記第１使用状態のときに、前記第１走査線駆動手段が前記第１表示パネ
ルの走査線をオフレベルに固定するように制御し、前記第１スイッチ手段をターンオフし
て前記第１表示パネルのデータ線をハイインピーダンスにし、かつ前記第２走査線駆動手
段を第２垂直クロック周波数で動作させると共に、前記データ線駆動手段が前記第２表示
パネルのデータ線を駆動するように前記第２スイッチ手段をターンオンし、前記第２使用
状態のときに、前記第１走査線駆動手段を前記第２垂直クロック周波数に比べて周波数が
高い第１垂直クロック周波数で動作させると共に、前記データ線駆動手段が前記第１表示
パネルのデータ線を駆動するように前記第１スイッチ手段をターンオンする、という構成
を採っている。
【００７６】
　したがって、駆動回路系の回路素子の個数を減少させることができ、駆動回路系の消費
電力の省力化を実現することができる。さらに、駆動手段に接続される負荷容量を低減し
、容量負荷による充放電電流の発生を低減することにより、携帯型電子機器の表示装置の
低消費電力化が実現できる。
【００７７】
　また、複数の表示装置を駆動する駆動手段を共用することにより、回路素子数の低減並
びに外付け部品数の低減を実現して、安価な表示装置を提供することができる。共用しな
い場合に比べ、低減できる回路素子は、サブ液晶を高精細化しメイン液晶の画素数と同じ
とすれば、駆動系の回路素子数は約半分で済む。さらに、部品数を低減することにより、
実装面積が小さく、かつ重量を軽くすることができるため、携帯型電子機器を小型化、軽
量化できる。このように、低消費電力化、小型化、軽量化、安価を同時に実現できるとい
う効果がある。
【００７８】
　また、本発明の実施形態の一例では、表示装置のデータ線及び走査線を駆動する双方の
駆動手段を共用したが、これに限定されるものではなく、該表示装置のデータ線と走査線
との少なくとも一方を駆動する駆動手段を共用するようにすればよい。
【００７９】
　また、本発明の実施形態によれば、第１表示パネル用のフレームメモリと、第２表示パ
ネル用のフレームメモリと、前記第１又は第２表示パネル用のフレームメモリから出力さ
れた画像データを保持するラインメモリ手段と、前記第１又は第２使用状態に対応して制
御される第５スイッチ手段及び第６スイッチ手段とを備え、前記表示制御手段は、前記第
５スイッチ手段の一端を前記第１表示パネル用のフレームメモリに接続し、前記第６スイ
ッチ手段の一端を前記第２表示パネル用のフレームメモリに接続し、前記第５スイッチ手
段の他端と前記第６スイッチ手段の他端とを前記ラインメモリ手段に接続するという構成
を採っている。
【００８０】
　この構成では、ＣＰＵ側に無理な負担を掛けることがないが、ＣＰＵ側の処理能力に余
裕があれば、これらのフレームメモリをＣＰＵ側に備えるようにしてもよい。この場合に
は、フレームメモリが不要となるため、回路構成及び回路素子を軽減することができる。
【００８１】
　また、本発明の実施形態では、画素数の異なる前記表示装置のフレーム周波数を所定値
にするための複数の分周回路を備えるという構成を採っている。前記分周回路は、第１表
示装置及び第２表示装置の垂直クロック周波数及び水平クロック周波数をフレーム周波数
に対応して分周する回路構成とすることが望ましい。
【００８２】
　したがって、本発明の実施形態によれば、２つの表示装置の画素数が異なる場合にもそ
れぞれの表示装置に最適な周波数で低消費電力で表示駆動することができる。
【００８３】
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　また、本発明の実施形態では、非表示の表示装置の走査線をオフレベルに固定する回路
を備えるという構成を採り、非表示の表示装置の走査線をオフレベルに固定する。
【００８４】
　液晶表示装置は、液晶が容量機能を有しているため残像が残る場合があるが、本発明で
は非表示装置の走査線をオフレベルに固定するため、表示装置の切替え瞬間時での残像の
発生を抑制することができる。
【００８５】
　また、本発明の実施形態では、第１表示パネルと第２表示パネルとの画素数が異なり、
画素数の少ない表示装置を表示駆動する際にデータ線駆動回路の一部を非活性状態にして
いる。したがって、無駄な電力を消費することがなく、携帯型電子機器に適用して最適な
ものである。
【００８６】
　また、本発明の実施形態では、第１表示パネルと第２表示パネルとの材料や構造が異な
る場合に、第１表示パネルの階調電圧と第２表示パネルの階調電圧とを異なるようにする
ことにより、表示品質を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図２】　本発明の第２の実施形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図３】　本発明の第１及び第２の実施形態に使用するデータ線駆動回路を詳細に説明す
るブロック図である。
【図４】　本発明の第１の実施形態に使用する走査線駆動回路を詳細に説明するブロック
図である。
【図５】　本発明の第１及び第２の実施形態に使用するデータ線駆動回路を詳細に説明す
るブロック図である。
【図６】　本発明の第１および第２の実施形態に使用する発振周波数回路を詳細に説明す
るブロック図である。
【図７】　本発明におけるデータ線駆動回路の出力回路部以降の構成を詳細に説明するブ
ロック図である。
【図８】　本発明におけるデータ線駆動回路の出力回路部を詳細に説明するブロック図で
ある。
【図９】　本発明における走査線駆動回路の出力回路部以降の構成を詳細に説明するブロ
ック図である。
【図１０】　本発明における走査線駆動回路の出力回路部以降の構成を詳細に説明するブ
ロック図である。
【図１１】　本発明に係る液晶表示装置の実装例を示す図である。
【図１２】　本発明における液晶表示装置の駆動回路を集積化した例を示す図である。
【図１３】　折畳み型携帯電話機を示すものであり、（ａ）は携帯電話機を閉じた状態を
示す図、（ｂ）は携帯電話機を開いた状態を示す図、（ｃ）はメイン液晶の使用状態を示
す図、（ｄ）はサブ液晶の使用状態を示す図である。
【図１４】　本発明においてメイン液晶のみを駆動する場合の走査線側のタイミングチャ
ートである。
【図１５】　本発明においてサブ液晶のみを駆動する場合の走査線側のタイミングチャー
トである。
【図１６】　本発明において表示装置のメイン液晶からサブ液晶に切り換る時の走査線側
のタイミングチャートである。
【図１７】　本発明において表示装置のサブ液晶からメイン液晶に切り換る時の走査線側
のタイミングチャートである。
【図１８】　本発明において表示装置のメイン液晶とサブ液晶を順次駆動する走査線側の
タイミングチャートである。
【図１９】　従来例に係る走査線を共用した場合のブロック図である。
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【図２０】　従来例に係る複数の表示装置を駆動するためのブロック図である。
【符号の説明】
　１０１　メイン液晶（第１表示パネル）
　１０２　サブ液晶（第２表示パネル）
　１０３　データ線駆動回路（データ駆動手段）
　１０４　走査線駆動回路（走査線駆動手段）
　１０５　表示制御回路（表示制御手段）
　３０３　第１データラッチ回路
　３０４　第２データラッチ回路
　３０９　第２選択回路
　３１１　第１液晶フレームメモリ
　３１２　第２液晶フレームメモリ
　６０１～６０６　分周回路
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摘要(译)

要解决的问题：通过一个驱动电路共享多个显示设备并以较低的功耗驱动它们。ŽSOLUTION：一个数据线驱动电路103和一个扫
描线驱动电路104共用于主液晶101和副液晶102，开关装置设置在主液晶101的数据线113和114与副液体之间晶体102和数据线驱
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动电路103以及扫描线111和112与扫描线驱动电路104之间，开关装置根
据便携式电子设备的使用状态进行控制，从而实现低功耗的廉价显示装
置提供。Ž


